
ル

上
頼

文

教

授

と

日
本

考

占

学

(
、
、)

康ノ

▲　̀り

レ
目

、

、止

神

宮
皇
学

館

に
あ

っ
て
、
神

砥

・
占
典

を
講
ず

る
か

た
わ

ら
、

考
古
学

の
研
究

を
進

め
ら
れ

、
中

で
4
、
伊

勢

国

の
古
代

遺
跡

と
出
王
遺
物

に
強

い
関

心
を

示
さ
れ

て
い

た
非
上
頼

文
教
授

の
業

績

に

つ
い
て

は
、
大

ヂ
前
女

f
大
学

に
寄

託
さ
淑

て

い
る
関
係

資
、料
を
紹
介

し
な
が

ら
前

稿

に
く
わ

し
く
述

べ
た
。

こ
れ

ま

で
、
考

古
学

界

に
お

い
て
、
井
卜

教
授

の
諸
業
績

は
ま

っ
た
く

顧

ら
淑

る

こ
と
が

な
か

っ
た
が

、

そ
れ

は
教
授

ご
自

身
が
、

そ

の
研
究

成
果

を
発
表

さ
れ

る

こ

と
が
少

な
く

、
蚕
た
収

集
さ
れ

た
資
、料
も

公
開
さ

れ
る
機
会

が

ほ
と

ん
ど
な

か

っ
た

こ
と

に
起

因
し

て

い
る

の
で
あ

ろ
う
。

前
稿

は
、
そ

う
し
た

意
味

で
、
教

授

の

の

こ
さ

れ
た
業

績

の
か
ず

か
ず

を
、

日
本
考
古

学
史

の

一
、頁

に
加

え

る

こ
と

に
主
眼

を

お
き

、
教

授

の
小
伝

、
教
授

の
考

古
学

に
対
す

る
考

え
方

と
方

法
論

、
さ

ら

に
伊
勢

国

の
占
代
遺

跡

の
研

究

に

の
こ
さ
れ

た
足

跡
を
、

資
料

を

ふ
く

め

て
た
ど

っ
た

の
で
あ

る
が

、
本
稿

は
そ

れ

に

つ
づ
く

も

の

で
あ

る
。

、
片

ヒ
氏

旧
蔵
資
料

」

の
う

ら
、
片
L
頼

文
教

授

の

の
こ
さ
れ

た
資

料
、
中

で
も
筆
、稿

の
中

に
は

二

つ
の
紀

行
文
が

あ

る
。

.
つ
は

『
二
見

の
古
墳
塔

」
、

い
ま

一

つ

ば

一
國
崎

の

つ
と
』
と

題
さ
淑

て

い
る
..
ど
ち

ら
も
草
稿

の
ま

ま

で
、
発

表

さ
れ

る
機

会

は
な

か

っ
た

よ
う

で
あ

る
が

、
前

回

に
く

わ
し
く
述

べ
た
、
教

授

の
遺

跡

.
遺

物

に
対

す

る
見

方

・
考

え
方

、
さ

ら

に
教
授

、こ
自

身

の
野

外

調
査

の
あ
り
方

を
知

る
E

に
お

い
て
貴
重

で
あ

る
ば

か
り

で
な
く
、
明

治
時
代

に

お
け

る
伊
勢

.
志
摩

地
方

の
様
f

が
隆
日ぎ
記

さ
れ

て
い
る

こ
と

か
ら
、
地
誌

と
し

て
も

重
要

な
文

献

で
あ

る
。
と

い

っ
て
も
、

ふ

つ
う

の
紀
行
文

で
は
な
く

、
踏

査
旅
行

の
記

録
と

∴..口
っ
た
方

が

正

し

い

の
か
も
知

れ
な

い
。
教
授

の
業

績

は
、

こ

の
よ
う

に
各

地

の
遺
跡

を
実
際

に
現
地

に
赴

い
て
調

陛
L

、

各
所

に
所
蔵

さ
淑

て

い
る
遺
物

を

つ
ぶ
さ

に
実
見
す

る
と

い

う

こ
と
が

大
き

な
比
屯

を
占

め

て

い
る
が

、
そ

の
具
体
的

蹴

実
践

記

録
と

い
う

こ
と
が

で
き

る
。

ま
ず
原

文

を
掲

げ
、
若

干

の
解

説
を
試

み
る

こ
と

に
し
た

い
。
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井
上
頼
文
教
授
と
日
本
考
古
学

(
二
)

國
崎

の

つ
と

L
l

、
'
ヨ

薫
同

一
「
r
r

ロ
ド

〇
十
三
日
晴

午
前
八
時
磯
部
に
行
か
ん
と
て
た
ち
い
で
、
大
津
濱
を
過
ぎ
劔

ヶ
崎
を
左
に
見

て
山
越

へ
海
岸
を
縫
ひ

　

　
レ

　

て
相
差

の
学
校

の
前

二
い
で
梵
潮
寺
を
右

に
見

て
畦
蛸

に
至
り
瀬
崎
文
右
衛
門
同
男
楠
太
郎
氏
を
訪
ふ
。
楠
太
郎
氏
不

(
マ

・
)

(
マ

・
)

5

6

在
ナ
り
き
。
文
右
衛
門
氏

の
按
内
に
て
、
隣
切
な
る
西
明
寺
に
て
時
頼
と
称
す
る
木
像
を
見
る
。

二
寸
五
分
計

の
坐
像

(
マ

・
)

(
マ

・
)

7

に
て
錫
杖
を
持
て
り
。
恐
く
ら

ハ
此
寺
開
起

の
像
な
ら
ん
か
。
西
明
寺
玄
関

二
清
江
山
と

い
ふ
額

か
け
た
り
。
筆
者

ハ

(
マ

・
)

8

得

山
書
と
記

せ
り
。
隷

書

な
り
。
そ
れ

よ
り

よ
り
山
を

越
え
堅

子
に
ゆ
く

。
文
右

氏

の
按
内

な

り
。

よ

り
山

(
又

よ
り

の
さ
き
と
も

い

へ
り
)

の
下

に
、
よ

り
田
と

い
ふ
田
あ

り
。

よ

り
は
、
と
き

よ

り

の
略
語

な
り
と

い

へ
と

如

何

あ

ら

ん
。

西
明
寺

の
西
も
も

と
最

に
作

れ

り
と

。
又
西
明
寺

の
本

尊

な
る
阿
弥
陀
佛

ハ
、

こ
の
像

を
畦
蛸

に
持

ち
て

行
け
と

い
え

る
ま

玉
に
、
舟
人

と
も

に
乗

せ
来
り

し
も

の
に

て
、
持

ち

ゆ
け

と
命

し
た

る
人

ハ
何

人

な

る
か
知

ら

れ

す

と

い

　

ふ
。

又
よ
り

山
よ

り
い
で
た

る
か
け

壷

一
口
、

瀬

崎
氏

の
所
蔵

た
り
。

(
図
)

丘
陵
を

過
ぎ

て
千
賀

の
渡

を
渡

る
。

こ

む

ユ

ユ

ユ

　

こ
に
て
朝
鮮
土
器
の
破
片

一
個
を
得
。
千
賀

の
阿
弥
陀
堂
を
訪

ふ
に
荒
廃
し
て
物
置
の
如
く
な
れ

り
。
堅
子
村
宝
珠
庵

を
問
ふ
。
庵
主
病
重
く
什
器
を
見
る
能

ハ
ず
。
住
僧

の
み
と
り
に
と
て
来
合
せ
た
る
千
賀

の
農
、
片
山
駒
吉
と
い
ふ
老

(
マ

・
)

人

の
曰
く
、
先
年

田
圃
の
小
高
き
所
を
堀

り
た
る
に
、
素
焼

の
瓶
と
古
鏡

一
面
と
を
得
た
り
。
瓶

は
破
り
て
棄
て
た
れ

と
鏡
は
今
に
所
持

せ
り
と
。
又
同
村
に
城
山
清
八
と
い
ふ
人
あ
り
て
、

こ
N
よ
り
磯
部
の
新
道
ま

で
案
内
者
を
雇
ふ
。

此

の
案
内
人

ハ
唖
者
な
り
。
海
に
沿

ひ
漸
く
堅
子
峠
を
越
る
に
道
甚
た
あ
し
く
、
薬
研
の
如
く
く
ほ
み
て
水
満
ち
た
れ

ば
、
恰
も

一
條

の
川
の
如
し
。
避
け
ん
と
す
れ
バ
左
右
は
荊
棘
お
ひ
し
げ
り
て
、
衣
服
に
か
ら
み
て
水
中
を
行
か
ざ
る

を
得
ず
。
髄
ま
で
ひ
た
り
て
漸
く
新
道
に
出
づ
。
新
道
に
出
つ
れ
ば
電
信
柱
接
続
せ
り
。
こ
」
ま
で
案
内
料
を
与

へ
し

1

い
そ
べ
、
志
摩
郡
磯
部
町
の
中
心
地
。
2

お
う
さ

つ
、
鳥
羽
市
相
差
町
。
3

臨
済
宗
南

禅
寺
派
の
寺
院
。
4

あ
だ

こ
、
鳥
羽
市
畦
蛸

町
、
的
矢
湾
に
面
す
る
集
落
。
5

臨
済
宗
南

禅
寺
派
の
寺
院
。
最
明
寺
入
道
北
条
時
頼
は
、

こ
の
地
の
風
景
が
鎌
倉
由
比
力
浜
に
似
て
い
る

の
を
愛
し
、
そ
の
状
景
を
歌
に
詠
じ
た
と
い
う

伝
承
が
あ
る
。
6

現
在
も
西
明
寺
に
ま
つ
ら

れ
て
い
る
。
7

西
明
寺

の
山
号
で
あ
る
。
8

か
た
こ
、
鳥
羽
市
堅
子
町
。
9

せ
ん
が
、
畦

蛸
と
千
賀

・
堅
子
の
間
に
は
小
湾
が
入
り
込
ん

で
お
り
、
昔

は
舟
で
渡

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
10

い
わ
ゆ
る
須
恵
器
の
こ
と
。
11

志
摩
地
方
に

は
阿
弥
陀
堂
を
も

つ
集
落
が
多

い
。
12

臨
済

宗
南
禅
寺
派
、現
在
は
宝
珠
寺
と
な

っ
て
い
る
。
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に
、

頭
を
振

り
て
其

の
意
を
得
ず
。

辛
く
し
て
多
き
に
過
ぐ
れ
ば
あ
ま
り
を

返
さ
ん
と

い
ふ
意
を
吃
る

こ
と
を

得
た

ヘ
マ

・
4

り
。
改

て
与

ふ

ヘ
ハ
篤
く
謝
意

を
あ

ら
は
し
て
傍

な
る
小
高

ぎ
岩

上

に
昇

り

て
、
お

の
れ
が

行
く
後
影
を

見

お
く

り
た

り
。

川
廻

り
路

穂
し

て
見
る

こ
と
能

は
さ

る
ま

で
宇
立

せ

る
さ

ま
質
撲

な

る
状

見
え

て
な

か
な
か

に
■
■

は

ま
さ
れ

り

け

る
。
左
右

に
岐

路

あ
り
。

左
方

に
板
橋

あ

り
。

こ
の
橋

を

渡
れ
ば
的

矢

な
り
と

い
ふ
。

右

に
折

れ
て
電
柱

を

つ
た

ひ

ウ
ヨ

て
山
m
村
に
い
で
、
磯
部
上
之
郷

に
着
ぎ
磯
部
郵
便
局
長
な
る
人
の
父
赤
坂
直
次
郎
氏
を
訪
ひ
、
谷
川
清
古
氏
を
問
ひ

ヨ

て
上
代
遺
物

の
こ
と
ど
も
を
尋
ね
、
医
師
南
太
郎
氏
を
訪
ひ
、
伊
雑
宮

に
参
拝
す
..
こ
の
宮
は
し
畏

々
し
く
皇
太
神
宮

の
遥
宮
に
し
て
、
参
集
所
詰
勤
務
と
し
て
松
木
時
彦

・
田
尻
盛
之

・
津
田
長
平
氏
出
任
せ
ら
れ
た
り
。
そ
れ
よ
り
穴
川

ユ

に
行
き
、
磯
部
村
役
場
の
門
を
過
ぎ
、
畷
道
を
行
け
ば
、
林
玄
沖
翁

の
碑
、
雑
草
繁
た
る
中

に
立
て
り
。

ら

　

川
鍋
の
橋
を
渡
れ
バ
○
佐
義
長
神
社
を
遥
拝
し
て
穴
川
に
行
き
、
米
奥
覚
三
氏
を
訪

ふ
。
今
宵
安
心
庵
と

い
ふ
禅
寺

に

初
盆
の
祭
あ
り
て
死
者
の
冥
福
を
祈
ら
ん
為
め
村

の
内

ハ
更
な
り
、
隣
郷
の
人
と
も
を
も
召
集
し
て
酒
食
を
与

へ
後
庭

ヘ

マ

・

)

!

ハ

ヒ

へ

上

に
て
跳

ら
し
む

る
な

り
と

行
て
見

る
に
聲
よ
く

お
も
し

ろ
き

音

頭
と

り
あ

ら
ね
ば

な
ど
醇

し
れ
人

の
つ
ぶ

や
き

て
跳

ら
む
。

は
な

し
し

か
ら
ね
バ
米
奥

氏
方

へ
帰
り
そ
れ

よ
り
伊
雑

宮

の
前

な

る
旅
店

よ
し

か
と
屋

に

一
泊
す

。

中
匿

占
塵

夫

氏

こ
＼
ま

で
送
り
来

ら
れ

た
り
。

寝

に

つ
き

し

ハ
午
前

一
時

過

疏

り
け

り
。

〇
十
四
日
晴

伊
雑
宮

二
参
拝
し
、
赤
阪
、
南
、
両
氏
を
訪
ひ
、
谷
川
清
古
氏
を
按
内
者
と
し
て
再
ひ
穴
川
の
米
奥
氏

を
訪
れ
、
巾
世
古
睦
夫
氏
も
来
り
て
待
ち
合
せ
り
。
再
ひ
安
心
庵
に
行
ぎ
て
、
住
職
金
.r
梅
樹
を
訪

ひ
、
穴
川
の
名
物

な

る
鰻

調
理
す

ぐ
な

れ
バ
中
食
す

ま

し
て
よ
と
懇

ろ

に
い
は
る

」
ま

」
に
、
と

か
く

し
て
く
さ
く

の
た

め

つ
も

の

」

食

を
う
け

て
い

で
た

つ
。
米
奥
氏

と
中
世

古
氏

は
か
は
る
み
＼

舟

の
権
あ

や

つ
り
て
飯
濱

に

つ
け

た
り
。

こ

Σ
は
、
甑

フ

受
姫
尊

の
白

ら
米

を
炊
き

た
ま

へ
る
所

と

て
口
碑

二
伝

へ
た
る

所

あ
り
と
聞

け
ば

、
事
実

の
正
偽

ハ
と

は
ざ

る
も

、
占

(覧

マ

・

)

代

の
遺

物

や
あ

る
と
、
村

の
児
童

を
按

内

と
し
て
、

カ

シ
タ
リ

を
,野
ぬ
。
樹

木
翁
欝

の
中

に
天
然

の
小

川

の

水

溜

あ

井
上
頼
文
教
授
と
日
本
考
古
学

(
二
)

1

ま
と
や
、
志
摩
郡
磯
部
町
的
矢
、
的
矢
湾

に
面
す
る
集
落
。

2

い
そ
べ
か
み
の
こ
う
、

磯
部
町
上
之
郷
。
3

"
い
ざ
わ
の
み
や
"
ま

た
は

"
い
ぞ
う
ぐ
う
"
と
読
む
。
伊
勢
神
宮

の

別
宮

(べ

っ
く
う
)
の

4
つ
で
、
古
く
か
ら
伊

勢
神
宮

の
遥
宮
と
称
さ
れ
て
お
り
、
ご
祭
神
は

天
照
皇
大
御
神
御
魂
と
さ
れ
て
い
る
。
乖
仁
天

皇
の
御
代
、
倭
姫
命
が
御
賛
地
を
定

め
る
た
め

に
志
摩
国
を
巡
行
さ
れ
た
際
、
伊
佐
波
登
美
神

が
奉
迎
し
て
こ
の
宮
を

つ
く
り
、
天
照
大
神
の

御
魂
を
祀

っ
た
の
が
ば
じ
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。伊
勢
神
宮
と
同
時

に
遷
宮
が
行
な
わ
れ
、

毎
年
六
月
二
四
日
に
行
な
わ
れ
る
田
植
祭
は
有

名

で
あ

る
。
4

寛
政
七
年

(
宅
九
五
)
穴
川
に

牛
.ま
れ
た
。
幼
名
を
半
次
郎
と

い
い
、
通
称
玄

沖
、
字
を
忍
種
、
杏
園
と
号
し
た
。

一
七
才
の

時
医
学
に
志
し
て
江
戸

に
出
た
が
、
偶

々
伊
豫

国
今
治
藩
主
の
侍
医
林
玄
膿
、に
見
出
さ
れ
て
"て

の
養
子
と
な

っ
た
。
天
保
九
年

(
一八一穴
)
幕
府

の
医
官
と
な

っ
た
が
、
後
辞
し
て
伊
勢
山
川
に

帰

っ
て
県
政
に
参
加
し
、
さ
ら
に
郷
里
に
あ

っ

て
.丁
弟

の
教
育
に
も
功
績
を
の
こ
し
た
。
明
治

、
一
年

(穴
七八
)
八
四
才

で
没
し
た

(『
磯
部

郷
上
誌
』
を
参
照
)
。

5

あ
な
が
わ
、

磯
部

町
穴
川
。
6

曹
河
宗

の
寺
院
。
7

伊
勢
神

宮
外
宮

の
祭
神

で
あ
る
豊
受
大
神
の
こ
と
。
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井
上
頼
文
教
授
と
日
本
考
古
学

(二
)

ノ

ガ
q

り
。
遺
物

の
存
在
を
見
ず
。
そ
れ
よ
り
小
河
江
の
笠
取
山
な
る
鳥
贋
氏
の
旧
墓
地
ナ

ル
山
嶺

二
昇
る
。
最
も
険
阻

ニ
シ

テ
甚
荒
蕪

セ
リ
。
も
と
頂
上

二
五
輪
石
あ
り
し
を
児
童
等
が
悪
戯
に
て
谷
底

に
投
ぜ
り
と
。
近
年
這

ハ
鳥
居
氏
ノ
徳
を

慕
ひ
山
下
を
よ
ぎ
る
者

ハ
笠
を
取
り
て
拝
み
た
り
と
云
ふ
に
今

ハ
省
る
者
な
し
。
鳴
呼
。

こ
二
に
米
奥

・
中
世
古
の
両

氏

二
別
れ
、
谷
川
清
吉
を
按
内
と
し
て
海

つ
た
い
に
行
く

に
、
断
岸
或

ハ
荊
棘

二
隔

テ
ラ
レ
進

ム
事
能

ハ
ズ
。
辛
く
し

(
マ

・
)
2

て
飯

、ハ
マ
ヨ
リ
舟

に
賃
金

を
出

し

て
乗

り
て
的
矢
港

二
着

キ
、

鮨
嘉

二
小
憩

、
午
後

四
時
頃

船

ヲ
傭

ひ

て
畦
乗

二
着

キ

ヨ

國
分
寺

二
向

ふ
。
途
中
既

二
日
暮
、
行
人
絶
え
凄
然
た
り
。
漸
く
國
分
寺
に
着
ぎ
、
刺
を
通
じ
僧
寺

二
一
宿
す
。
住
職

前
田
義
龍
氏
懇
待
し
、
深
夜
ま
で
談
話
す
。

　

〇
十
五
口
晴

國
分
寺
境
内
よ
り
発
掘

せ
る
堀
玉
時
代

の
遺
物
を
見
る
。
こ
は
天
保
十
四
年
六
月
八
日
よ
り
十

二
日
迫

二
掘
出
せ
る
も
の
に
て
小
字

ク
ス
ン
ド
山
と
い
ふ
所
な
り
と
。

(図
)ら

別

に
古

瓦

、
一箇

あ

り
。

古
昔
堂
宇

の
魏

然

と
し

て
建

て
り

し
所

の
跡

に
て
、
現
今

の
本

堂

よ
り

二
町
程
背

後

ノ
地

ナ
リ

ト
云

フ
。
瓦

質

ヲ
見

る

に
鎌
倉

以
後

ノ
心

ち
丸

。
現
今

堂
宇

ハ
中
阯
移

シ
タ

ル
ナ
リ
。

當
地

ヨ
リ
巽

ノ
方

二
、

今

モ
、

ミ
ダ

ウ

ノ
ウ

シ

ロ
と

い
ふ
所
あ

り
・

ク

ス
ン
ド
山

ハ
、

ハ
ラ
イ

盲
よ

り
三
丁
計
隔

た

り
た

る
地

な
り
。

　

　

む

ケ
フ

カ

ゾ

ジ

リミ

ユ

午
前
九
時
頃
國
分
寺
を
出
て
甲
賀

二
至
る
。
凡
十
六
町
あ
り
と
。
甲
賀
よ
り
志
島

の
海
蔵
寺
に
行
く
道
程
凡
十

二
町
絵

あ
り
と
そ
。
村
役
場

二
至
リ
、
柳
沢
豊
助
氏

二
面
會
す
。
同
氏

ノ
談

る
に
、
背
、
志
島

ニ
ハ
大
古
墳
十

、
一あ
り
し
が
、

11

今

ハ
只
石
廓

の
暴
露
せ
る
も

の
壱
を
あ
ま
す
の
み
と
。
可
惜
。
こ
の
石
廓
を
里
人

ハ
人
穴
と
い
ふ
。

墳
上

二
村
界

ノ
石
標
高
く
立
て
り
。
(
図
)
深
さ
凡
五
問
除
、
高

サ
八
尺
鯨
あ
り
と
い
ふ
。
難
草
繁

り
廓
内

ハ
暗

ク

入

ロ

バ
半
、
土

二
埋
れ
灘
気
算
を
襲

ふ
。
入
り
て
調
査
せ
ま
く
欲
す
れ
ど
身
体

二
大
審

を
招

か

ん
事
・を

恐

れ

て

止

み

ぬ
。

1

現
在
は
小
海
と
書
く
。
的
矢
湾
が
西
方
伊

雑
ン
浦
に
向
か

っ
て
細
く
入
り
込
ん
だ
と
こ
ろ

の
北
岸
に
あ
る
集
落
。
先
年
、
こ
の
地
の
製
塩

遺
跡
が
岡
山
大
学

の
近
藤
義
郎
教
授
に
よ

っ
て

発
掘
調
査
さ
れ
、
そ
の
報
告
書

『
小
海
』
が
刊

行
さ
れ
て
い
る
。
2

畦
乗
は
安
乗

の
誤
り
。

あ
の
り
、
志
摩
郡
阿
児

(あ
ご
)
町
、
的
矢
湾

に
突
き
出
し
た
半
島
上
に
あ

る
。

3

天

台

宗
、
阿
児
町
国
府

(
こ
お
)
に
あ
る
。
奈
良
時

代
創
建
の
国
分
寺

の
法
灯
を
継
い
で
い
る
が
現

寺
地
は
旧
地
で
は
な
い
。
旧
地
は
本
文
中
に
も

記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
現
在
地
よ
り
約
二
〇

〇

メ
ー
ト
ル
北
方
に
あ

っ
た
。
応
仁
元
年

(
一

四
六
七
)
兵
火
に
罹
り
、
同
六
年

(
一
四

七

三
)
現
地
に
移
転
し
た
。
現
在
の
寺
観
は
天
保

一
五
年

(
一
八
四
四
)
に
整
え
ら
れ
た
も

の
。

本
尊
薬
師
如
来
は
行
基

の
作
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
4

現
在
の
国
分
寺

に
も
多
数
の
遺
物
が

そ
の
ま
ま
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
5

国
分
寺

に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
古
瓦
は
笠
者
も

実

見

し

た

が
、
井
上
教
授
が
こ
の
時
見
ら
れ
た
も
の
と
同

じ
で
あ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
6

筆

者
の
見
た
限
り
で
は
鎌
倉
以
後

に
下
る
も

の
で

な
く
、
国
分
寺
創
建
当
時

の
奈
良
時
代
の
屋
瓦

で
あ
る
。
7

片
仮
名
で
記
さ
れ

て

い

る

が

「
祓
戸
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
8

こ
う
が
、

阿
児
町
甲
賀
、
大
王
崎
ま
で
延
び
る
太
平
洋

に

面
し
た
集
落
。

9

し
じ
ま
、
阿
児
町
志
島
、
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あ
ご

の
海
岸
に
て
浪
打
ぎ
は
を
去
る
喉
僅

に
半
町

二
満
た
ず
、
柳
沢
氏
、
志
島
村
内
な
る
遺
物
所
持
の
家

々
二
案
内

せ

ら
る
。

同
村
上
村
角
内
氏
ノ
家

二
左

ノ
遺
物
を
所
持
せ
り

,

(
図
)

ず

　
ヘ

へ

賀
、茂
村
高
等
小
学
校
長
鈴
木
弥
太
郎
氏
、
志
島

の
古
墳
、発
見
物

を
採
拾
し
て
大
学
に
送
り
た
り
。
甲

賀
、,尋
常

小

学

教

員
岡
藤
四
氏
も
柳
沢
豊
助
氏
と
共

二
志
島

ノ
古
遺
物
を
大
学

二
送
り
た
り
し
が
、
途
中
に
て
多
く
破
壊

せ
り
と
。
今
よ

り
凡
ヒ
八
年
以
前
な
り
き
と
。
崎
手

の
役
場

二
長
持
壱
樟
程
州
墨
時
代
遺
物
を
保
荏

せ
り
。
出
所

は
崎
手
の
道
路
改
修

ノ
時

ノ
発
見

ナ
リ
ト
。
志
島

二
嘉
二
郎
と

て
旧
家
あ
り
。

こ
＼
に
も
数
多
所
持
せ
る
も
近
代
家
道
衰
頽
質
却
せ
る
品
多

く
、
11
つ
人

二
見
せ
る

こ
と
を
欲
せ
ず
と
。
○
志
島
の
角
力
取

に
て
大
ひ
ご
き
と
云
ふ
者
、
遺
物
多
く
発
掘
し
、
縁
ド

ニ
迫
充
満
し
た
る
程
な
り
し
が
、
同
人
残
後
如
何
所
分
せ
し
や
詳
か
な
ら
ず
と
。
遺
族
或

ハ
縁
家

二
依

て
問

ふ
も
要
領

を
得
ず

日
惜
し
ハ.

(図
)

大
学
よ
り
巡
見

の
人
、
千
五
百
年
以
前
の
品
也
と
云

へ
り
き
と

.
大
学

の
誰
な
り
し
か
問

へ
ど
、
氏
名
を
失
念

せ
り
と

ハ
残
念
な
り
。
お
の
れ

ハ
五
百
年

ハ
お
ま
け
と
見
た
り
。

1

2

3

ぷ

ド

ト
　
ロ

リ
ノ
ノ

マ

ニ

ロ

浪
切
と
船
越
と

の
間
に
七
本
松
と

い
ふ
所
あ
り
。

こ
」
に
里
俗
天
智

の
陵
と
称
す
る
古
墳
あ
り
と
。
O
御
座
に
、
大
江

」

縁

の
千
里
の
理
伝
と
ク

ロ
モ
リ
の
桐
と
あ
り
。
○
越
賀
と
御
座
と

の
問

二
人
穴
と
称
す
る
石
廓
暴
露
せ
る
占

墳

三

つ
あ

ら

り
。

廓

内

ハ
八
燥
敷
計

に
て
入

n
は
東

に
向

ひ
、
天
井

石

ハ
廣
、大

ナ
リ
と
。
○
名

切
大

慈
寺

に
地

獄

攣

相

図

あ

り
。

　

　

○
御

座
潮
音
昂

に
も

同
大
幅

あ

り
と

。

二
箇

の
有

孔
十
器

を

携

へ
て
國

分
ぶ

二
帰

り
誰
食

を
喫

し

、
,舟

に
て
渡

鹿

野

二

渡

り

、

い
ろ
ぱ
楼

主
人
見
瀬

弥
助
が

持

て

る
平
家

の
遺
物

と

て
、、、尺
籐

の
占

刀
を
見

る
。

同
人

四
十
四
歳

の
時
、

西
濠

井
ヒ
頼
文
教
授
と
日
本
考
占
学

(
二
)

同

上

。

10

W

洌

匠
小
の
L
手
院

0

11

太

.平

洋
　に

面

し

た

台

地

上

に
多

く

の
占

墳

の
存

在

し

て

い

た

こ
と

が

わ

か

る
。

1

な
き
り
、
現
在
は
波
切
と
書
く
○
志
摩
郡

大
王
町
、
大
工
崎
の
あ
る
と
こ
ろ
と
し
て
有
名

で
あ
る
。
2

ふ
な

こ
し
、
大
王
町
船
越
、
波

切

の
西
方
に
当
た
る
集
落
。

3

ご
ざ
、
志
摩

町
御
座
、
先
島

(さ
き
し
ま
)
半
島
の
西
端
、

英
虞

(あ
ご
)
湾
に
面
し
た
集
落
。
4

こ
し

か
、
志
摩
町
越
賀
、
御
座

の
東
南
、
先
島
半
島

の
太
平
洋
岸
に
あ
る
集
落
。

5

臨
済
宗
妙
心

土寸
派
の
寺
院
。
6

臨
済
宗
南
禅

寺

派

の
寺

院
。
7

わ
た
か
の
、
志
摩
郡
磯
部
町
、
的
矢

湾

の
中
央
に
所
在
す
る
島
。
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井
上
頼
文
教
授
と
日
本
考
古
学

(
二
)

州

ロ
ー
バ

ク
ベ
ー
に
漂
遊
し
夜
光
貝
の
如
き
も
の
を
持
ち
帰
れ
り
と

て
示
す
。
蒼
白
く
光
澤
あ
り
、
此
貝
に
て
種
々
の

細

工
も

の
を
造
る
と
そ
。

テ
フ
ガ
イ
と
称
す
と
そ
。

か
鼠
る
程

に
忽
然
と
し
て
酒
肴

の
左
右
に
陳
列
せ
ら

る

x

を

見

る
。
こ
れ
客
人
と
誤
認
せ
る
に
依
る
と
。

こ
弐
に
於

て
江
戸
見
根
性
辞
す
る
事
能

ハ
ず
。
徒
に
無
益
の
料
物
を
費
し
た

(
マ

・
)

り
。
然
れ
ど
物
品
に
比
し
て

ハ
安
値
な
り
き
。
舟
に
て
的
屋

二
着

シ
、
す
し
か
に
宿
す
。
入
夜
、
す
し
か
主
人
村
田
寅

吉
、
的
矢
高
等
小
学
校
長
小
山
榮
磨
、
区
長
植
田
楠
松
、
医
師
林
進

一
、
同
男
竹
亮
の
五
氏
来
り
て
深
更
這
談
話
す
。

小
山
氏

ハ
御
巫
清
直
氏
の
講
説
を
し
ば
く

聴
け
り
と
。
林
氏

ハ
紀
州
よ
り
近
年
僧
地
に
来
る
。
父
は
林
有
聾
と
て
、

井
上
文
雄
、
近
藤
芳
樹

二
交
際
し
、
短
冊
多
く
持
て
り
。
有
声

の
父
を
湾
翁
、
又
は
百
非
と
号
し
て
南
画
に
工
な
り
き

と
そ
。

〇
十
六
日
晴

的
矢

の
神
社

・
寺
院

・
古
墳
等
を
た
つ
ね
、
午
前
九
時
頃
す
し
か
を
発
し
、
舟

に
て
畦
蛸
に
着
。
瀬
嵜

氏
を
問
ひ
、
相
差

の
古
社
に
大
木

の
楠
を
見
る
。
枯
れ
て
高

ハ
一
丈
計

に
て
、
木
の
内
部

ハ
空
洞

ナ
リ
。

六
愚
敷
と

い

へ
ど
三
畳
敷
計
と
見
ゆ
。
濱
手
に
至
る
に
潮
高
く
、
道
を
さ

N
へ
腰

の
あ
た
り
ま
で
水

に
浸
ら
さ
れ
バ
渉
り
が
た
し
。

寄
せ
来
る
涛
声
凄
し
く
、
足
を
す
く

は
れ
海
中

に
巻
き
入
れ
ら
れ
な
ば
危

し
と
見
え
た
れ
バ
、
野
村
と
い
ふ
旅
店
に
宿

す
。
湯

二
浴
す
る
に
な
ま
ぬ
る
く
心
ち
あ
し
き
事
い
ふ
方
な
し
。
燈
火
暗
く
湯
舟
も
明
ら
か
に
見
え
ず
。
垢
な
ど
む
さ

く
る
し
く
覚
え
け
れ
ば
、
水
浴
び
て
早
々
に
あ
が
り
ぬ
。
外
面
よ
り

ハ
広
く
見
ゆ
れ
ど
、
い
と
狭
ぎ
家

に
て
、
下
座
敷

ハ
商
人

の
占
領
す
る
所
と
な
り
て
満
席
な
れ
バ
と
て
、
穴
の
如
き
天
井
裏

の
二
階

二
一
夜
を
あ
か
す
事
と
な
り
ぬ
。

こ

(
マ

・
)

の
家

の
妻

は
的
屋
す
し
か
の
妻

の
妹
に
て
、
近
村
に
て
有
名

の
美
人
な
り
と
い
へ
ど
、
堀
玉
時
代

の
鑑
定
眼
に

ハ
さ

の

　

み
に
映
ぜ
ず
。
お
び
た
ゴ
し
き
か
ね
の
音
す
。
な
に
ぞ
と
問

ヘ
バ
、
相
差

の
濱
に
て
竹
念
佛
始
ま
れ
り
と
い
ふ
。
急
ぎ

て
畑
道
を
行
け
バ
、
濱
手

の
浪
防

の
堤
の
下

の
広
き
所
に
、

一
團
の
人
垣
な
し
た
り
。
立
寄
り
て
見
れ
ど
、
群
集
雑
沓

入
る
べ
き
所
な
し
。
堤
に
乗
り
て
見

お
ろ
せ
ば
、
中
央
に
屋
壷
あ
り
。
そ
の
上
に
僧
と
白
木
綿
の
上
下
着
た
る
小
童
二

1

み
か
ん
な
ぎ
き
よ
な
お
、
伊
勢
国
出
身
の

国
学
者
と
し
て
有
名
、
伊
勢
神
宮

の
祠
官

で
も

あ

っ
た
。
現
在
の
三
重
県
多
気
郡
明
和
町
に
所

在
し
た
斎
宮
寮
の
研
究
を
進
め
、

『
齋
宮

寮
考

謹
』
『
齋
宮
寮
覆
蹟
考
』
等
の
著
が
あ
る
。
「井

上
氏
旧
蔵
資
料
」
に
は
そ
の
原
本
が
あ
り
、
注

目
さ
れ
る
資
料
で
あ
る
。

2

志
摩
地
方
に
は
、

「
竹
念
仏
」

あ
る
い
は

「
笹
念
仏
」
と
よ
ば
れ
る
民
俗
行
事
が
あ
る
。

こ
の

『
国
崎

の
つ
と
』
で
は
、
相
差
と
国
崎
で

見
聞
さ
れ
た
笹
念
仏
の
こ
と
が
く
わ
し
く
記
さ

れ
て
い
る
。
近
鉄
志
摩
線
の
鵜
方

(う
が
た
)

駅
前

に
あ
る
志
摩
民
俗
資
料
館
に
は
、
こ
の
行

事

の
資
料
が
展
示

・
解
説
さ
れ
て
い
る
。
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人
あ
り
て
、
寂
滅
為
楽
を
さ
と
す
問
答
を
な
す
。
い
と
あ
は
れ
な

る
聲
に
て
、
文
句

ハ
問
答
体
な
れ
ど
半
分

ハ
和
讃
を

唱
ふ
る
に
似
た
り
。
こ
の
屋
毫
を
中
心
と
し
て
、
円
く
列
立
し
た
る

ハ
上
下
着

て
傘
を
さ
し
た
る
人
々
な
り
。
斥
豪

の

軒

に
も

お

ほ
く

の
萬
燈

を

つ
り

(
図
)
中

に
て
カ

ン
・く

と

か

ね
を
う

つ
な
り

。
屋
台

と
傘

さ
し
た

る
人

の
間

を
そ

の

か
ね

の
緩
急
に
よ
り
て
五
六
間
も
あ
る
竹
竿

の
末

二
燈
籠
を
釣
り
た
る
を
肩
に
か
つ
き
、
大
勢

の
若
者
等
屋
台

の
周
囲

を
円
形

二
]
斉

二
は
せ
回
る
な
り
。
傘

の
骨
ご
と
に
少

サ
ぎ
燈
籠

を
さ
げ

た
れ
バ
美
麗
な
り
。
深
夜
ま
で
如
此
す
る
な

り
と
そ
。
(
図
)

〇
十
七
日
朝

相
差
の
野
村
旅
店
を
た
ち
い
で
、
相
差
の
濱
よ
り
舟
を
出
す
。
さ

っ
と
打
寄
す
る
浪
と
共

に
、
磯

よ
り

舟
を

つ
き
出
せ
バ
、
舟

ハ
木

の
葉

の
如
く
大
浪
に
た
ゴ
よ

へ
り
。
舟
人

ハ
も
の
と
も
せ
ず
漕
出

せ
り
。
漸
く
に
し
て
大

津
濱

に
着
す
。
舟

つ
き

の
場
処
な
け
れ
バ
、
岸
に
つ
く
る
造

ハ
非
常
の
困
難
な
り
。

十
七
日
は
旧
の
十
四
日
に
て
國
崎

の
笹
念
佛
あ
り
。
常
福
寺
本
堂
前
庭

の
中
央

二
大
大
鼓
を
据
え
、
そ
の
周
囲
を
円
形

に
回
り
つ
N
盆
踊
を
な
す
。
頗
珍
奇
な
る
ふ
し
に
て
、
鈴
木
主
水

の
く
ど
き
な
ど
う
た
ふ
そ
の
聲
か
な
し
く
、
い
と
あ

は
れ
な
り
。
二
人
或

ハ
四
人

一
組
と
な
り
、
婦
人

の
服
粧
せ
る
若
者
あ
れ
バ
、
男
装

せ
る
女
子
あ
り
。
又

一
人

の
み
別

に
組

に
入
ら
ず
異
装
を

こ
ら

せ
る
も
あ
り
。
舞
の
手

は
五
六
の
攣
態
に
過
ぎ
ず
。
ま
つ
同

]
の
手
を
繰
か

へ
す
の
み
に

て
攣
化
な
し
。
只

一
挙
手

一
投
足
も

み
た
れ
ず
。
恰
も

一
人

に
て
舞
踏
す
る
が
如
き

ハ
、
前

日
よ
り
練
習
せ
る
結
果
な

(
マ
こ

り
と
.
な
か
に
は
木
剣
、

ス
テ
ッ
キ
な
ど
打
振
り
て
跳
る
者
あ

り
。
も

し

一
足
節
度
を
誤
ら
ば
両
隣

に
な
ら
べ
る
人

の

頭
面
を
し
た
た
か
に
打

つ
べ
き
な
り
。

夜
更
る
に
及
び
て
國
崎
名
物

の
笹
念
佛

ハ
始
ま
れ
り
。
細
き
竹

に
枝
葉

の
つ
き

た
る
も

の
を
携

へ
地
を
携
ふ
如
き
状
を

な
し
て
、
か
な
し
げ
な
る
声
し
て

「
極
楽

の
前

の
ビ
ラ
ン
の
木

に
な
る
が
な
る
な
む
あ
み
だ
ぶ

つ
の
実
が
な
る
」
な
ど

一
番
よ
り
十
番
ま
で
の
歌
を
繰
返
し
く

謡
ひ
、
竹
の
末

に
つ
け
た
る
盆
燈
籠

の
め
ぐ
り
に
て
笹
を

ふ
る
な
り
。
さ
れ

井
上
頼
文
教
授
と
日
本
考
古
学

(二
)

1

啓
河
宗

の
寺
院
、
井
上
頼
文
教
授
は
こ
の

『國
崎

の
つ
と
』

の
紀
行
中
、
当
寺

に
滞
在
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
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噛

井
L
頼
文
教
授
と
日
本
考
古
学

(一
一)

ど
相
差

の
如

く
活
護

な

ら
ず
。

足
も
き

は
め
て
そ

ろ
り
に
運
ば

せ
、
笹

も
地

を
排

ふ
が
如

く
、
小

手
先

の
み

に
て
動

か

す

に
過

ぎ
ず
。

終

り
に
常
福
寺

住
職

ハ
袈
裟
衣
を

ま
と

ひ
、
彿

子

を
持

ち
頭
巾

を

い
た

ゴ
き
、

燈
籠

の
前

に

て
喝

を
唱

へ
、
竹

の
末

に
た

て
た

る
燈
籠

を
海

中

に
投
じ

て
帰

る
な

り
。

笹
念

佛

の
歌

の
悲
哀

あ

る

に

一
番

目

の
歌

の
み
内
容

の

陽
気

な

る
は
産

土
神

の
御

心
に
や
あ
ら

ん
。

一
番

チ
ー

ハ
ー

ヤ

ー
ブ

ー
ル

カ

ァ
ー

ミ

ィ
ー

ノ
ー

イ

ー

ガ

ァ
キ

イ

に

ニ
ァ
ー
ツ

ー
ウ

ー

ヱ
ー
テ

ェ
ー

ニ
ァ
ツ

ゥ
モ

ロ
ー
ト

ー

モ
ー

二
里
も

サ
カ
ー

エ
ー

ル

ゥ

　

ツヘ

へ

ぬ

〇
十
八
日
晴

午
前
八
時
頃
國
崎
を
発
し
石
鏡
に
向

ふ
。
道
路
険
悪
な
り
。
國
崎
役
場
の
小
使

に
荷
物
を
か
つ
が

せ
、

　

石
鏡
の
小
脇
寿
仙
氏
を
問
ひ
、
鏡
浦
村
石
鏡

二
百
二
十
九
番
地
臨
済
宗
湖
月
庵

二
至
る
。
こ
玉
は

こ
の
村

の
役

場

に

て
、
木
村
五
郎
吉

・
山
本
茂
八

・
木
村
寅
吉

の
三
氏
あ
り
。
先
古
墳

・
古
跡

の
事
を
問

ふ
に
、
木
村
寅
古
氏
の
談

に
、

モ
ト
ィ

ノ
セ

マ

リ
む

　

當
所
富
山
の
嶺

に
経
塚
あ
り
。
そ
れ
よ
り
上
方
に
本
磯
山
と
い
ふ
山
あ
り
。
小
字
土
俵
場
と
て
、
旧
藩
主
の
時
砲
壷
を

築
き
た
る
地
あ
り
。
そ

の
附
近
を
廿
七
年

の
頃
畑
地

に
開
拓
す
と
て
石
窟
を
穿
て
り
と

い
ふ
。
そ
の
地
迫
案
内
を
乞
ひ

た
る
に
、
迷
惑
相
な
る
顔

つ
き

に
て
、
急
用
を
思
ひ
出
し
た
り
と
て
あ
は
て
Σ
外
出
す
る
さ
ま
気

の
毒
に

も

滑

稽

な

り
。
木
村

五
郎
吉
氏
は
進
ん
て
案
内
せ
ん
と
て
役
場
を
出
づ
。
小
脇
寿
仙
氏

ハ
老
年
に
も
不
關

、
杖

つ
き
て
共
に
山
路

に
昇
る
。
小
山

の
鰻

に
寛
永
三
年
と
刻
め
る
墓
碑
あ
り
。
こ

ハ
円
鏡
寺

の
僧
某
、
死
後
も
此
所

に
あ
り
て
山
青
海
紫

の

風
光
を
見
た
し
と
遺
言
せ
る
に
依
れ
り
と
。
砲
肇
に
至
る
に
鱒

・
平
食

の
破
片
数
枚
を
得
、
五
郎
古
氏
は
石
廓
の
あ
り

し
所
を
忘
れ
た
り
と
て
遂

に
見
常
て
ざ
り
し

ハ
ロ
惜
し
か
り
き
。
山
を
下
り
、
舟
に
て
石
鏡
を
発
し
本
流
肪に
着
く
。
舟

中
に
て
東
京
深
川
霊
岸
町
四
十
六
神
谷
清
堂
門
人
志
摩
國
迫
子
な
る
岡
野
松
琴
と
云
ふ
に
會
す
。
同
氏
は
佛
國
に
行
き

て
工
学
電
気
術
修

め
ん
為
故
郷

二
い
と
ま
ご
ひ
に
帰
れ
る
也
と
。
年
は
廿
二
三
と
見
え
た
り
。

1

い
じ
か
、
鳥
羽
市
石
鏡
町
、
国
崎
の
北
方

約
四
㌔
を
距
て
た
太
平
洋
に
面
す
る
集
落
。
2

臨
済
宗
の
寺
院
。
3

中
世
に
志
摩
半
島

一
帯

を
支
配
し
て
い
た
の
は
、
水
軍

の
歴
史
と
共
に

知
ら
れ
た
九
鬼
氏
で
あ
り
、
そ

の
根
拠
地
は
鳥

羽
で
あ

っ
た
。
豊
臣
秀
吉
の
下

で
活
躍
し
た
武

将
と
し
て
九
鬼
嘉
隆
が
知
ら
れ
て
い
る
。
代
が

か
お

っ
て
丹
波
国
綾
部

・
摂
津
国
三
田
に
分
封

さ
れ
た
後
、
代
々
譜
代
大
名
が

つ
づ

い
た
が
、

享
保

一
〇
年

(
一
七
二
五
)
下
野
国
烏
山
よ
り

稲
垣
昭
賢
が
鳥
羽
藩
主
と
し
て
入
封
以
後
明
治

維
新
に
至

っ
た
。
4

沿
岸
防
備

の
た
め
各
所

に
砲
台
が
築
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
5

ほ
ん

う
ら
、
鳥
羽
市
本
浦
町
、
.石
鏡
の

西
方

約

四

㌔
、
生
浦
湾

に
問
し
た
集

落
。

6

い
ま

う

ら
、
本
浦

の
西
北
に
つ
づ
く
集
落
。
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〇
十了
九一
日
晴

今
浦6
区
長
花
井
市
太
郎
と
花
井
彦
四
郎
の

両
人
に
て
舟
を
あ
や
つ

低

権
現
山
の

隣
の

ILf
の

中
腹

昇



(
図
)

こ
＼
に
も
副
葬
品
新
古
雑
糎

せ
る
が
ご
と
し

、
ひ
と
つ
石
廓
内
よ
り
年
代

の
懸
隔

せ
り
と
見
ゆ
る
も

の
多
く
交
れ
り
-

按
ず
る
に
子
孫

の
此

の
地
に
存
在
し
て
祭
祀

の
絶
え
ざ

り
し
程

ハ
、
年

々
石
廓

の
日
石
を
は

つ
し
て
祭
器
を
取
り
か

へ

た
る
事
あ
り
し
な
ら
ん
。
玉
田
宿
祢

の
遠
祖
武
内
宿
祢

の
石
廓
内

に
陰
れ
た
る
事
も
國
史
に
見

え
、
出
雲
國

郡
塩

ヘ

ダヘ

ヘ

リ

ヨ

芥
村
石
廓
内

の
石
棺
は

(
図
)
外
面
よ
り
祖
先

の
形
骸
を
伺

ハ
す
べ
く
造

ら
れ
た
り
。
爪
色

の
廉
雑
極
ま
る
平
盆
と
堅

牢
硬
緻
な
る
紫
色
の
祝
部
と
共

に
同
じ
石
廓
内

よ
り
出
で
、
又
表
面
裏
青
海
浪

ノ
形
或

ハ
高
麗

の
櫛
日
形
あ
り
て
、

.

ヰ

見
千
古

の
も

の
と
今

よ
り

、
一三
百
年

前
宇

爾

に
て
焼
き

た

る
土

師

七
分

二
陶

.∴
部

と
も

い
ふ
べ
き
廉

悪
な

る
口
川
と
交
り

て
出
つ

る
あ

り
。

よ
く

く

研

究
を

つ
く

す

べ
き

な
り
。

な
ま
く

の
人
類
学
者

・
考
古

学
者

ハ
、
某
古

墳

の
前

に
て
堀

玉
時
代
第

何
期

の
王
器

を
得

た

り
、
ギ、、れ

ば

こ
の
墳

ハ

井
上
頼
文
教
授
と
日
本
考
古
学

(
、
一)

る
。
道
険
阻
に
し
て
登
る
に
や
す

か
ら
ず
。
中
腹

に
石
廓
あ
り
、
煙

二
操
敷
計
な
り
。

(
図
)

天
井
石
の
中
間
を
取
り
去
り
た
れ
ば
、
入
口
よ
り
は
天
井
よ
り
入
る
方
便
利
な
れ
ど
、
荊
棘
蔓
生
し
て
入
る
べ
く
も
あ

ら
ず
。
奥

の
方

に
圭
器
見
ゆ
れ
ど
取
る
事
能
は
ず
。
後

の
方

に
て
朝
鮮
土
器
と
人
類
学
者

の
称
す
る
も

の
数
枚
を
得
た

　

コ

り
。

石
廓

の
入

口
の
方

に
は
青

白
き

ク

ス
リ

の
か

Σ
り
た

る
祝

瓶
数

片
散
乱

せ
り
。
同

」
古
墳
に

て
新

古

年

代

の
不
順

序

な

る
も

の

ハ
志
摩

の
古
墳

二
多

U
。
最

も
研
究

す

べ
ぎ

な

り
。

こ

＼
よ
り
山

を
下

り
、
又
舟

に
て
権

現

川

尾

の
方

に

字

ト
ヤ
と

云

ふ
所
あ

り
.・
こ

Σ
の
は
平
地

二
六
尺

二
嘔

三
尺
計

の
穴
を
穿

ち
、
底

に
は

セ

メ

ン
ト
を
厚
5
、」
五
分

計

の
板

の
如
く

敷
き

つ
め
、
左

右

ハ
大

小

の
石

二
て
た

＼
な
奥

と

ロ

ニ
ハ
大
石

を

ふ
ン、」ぎ

、
天
井

は
ひ
ら
た
き

石

を

横

に
な
ら

べ
た

り
。
石

廓
と
他

の
石
廓

と
な
ら

び
た

る
問

ご

と
に
丈

三
尺

計

の
炭

を
埋

め
立

て

た
り
。
平

地

よ
り

、
寸

程
あ

ら

は

れ
た

る
が

多

し
.∴

ハ
尺

の
問

に
此

の
如

く
柵

を
立

て
た

る
が
如

く

竪

に
埋
む

..
併

べ

た
る
も
あ

れ

ハ
不
規

則

に
如

此
も

あ

り
..

1

古
く
祝
部
至
器
と
よ
ば
れ
て
い
た
、

い
わ

ゆ
る
須
恵
器
。
「青
色
キ
ク
ス
リ
の

か

＼
り

た

る
」
と
記
艶へ」れ
て

い
る
が
、
自
然
粕
で
あ
る
。

2

一
つ
の
古
墳
、
と
く

に
後
期
占
墳
の
横
穴

式
.石
室
の
副
葬
品
と
し
て
、
時
期
の
異

っ
た
土

器
が
出
土
す
る
こ
と
は
、
全
国
各
地
の
古
墳
で

見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
今
日
の
考
古
学
で
は

常
識
と
な

っ
て
い
る
。
士
心
摩
地
方

の
古
墳

の
実

態

か
ら
、
こ
の
現
象
を
と
ら
え
て
お
ら
れ
る
と

こ
ろ
が
井
上
教
授

の
見
識

で
あ
る
。

3

現
在

の
島
根
県
出
雲
市
上

塩

冶

ぐ
ん
ん

や
)
に
所
在
す
る
、
上
塩
冶
築
山
古
墳

の
こ
と

で
あ
る
。
出
雲
国

の
あ
と
、

二
字
が
抜
け
て
い

る
が
、
旧
地
名
で
い
え
ば
簸
川
郡
で
あ
る
。

4

宇
爾

(う
に
)
は
現
在

の
三
重
県
多
r気
郡
明
和

町
の
地
名
。
こ
の
地
で
近
世
に
瓦
器
の
牛
、産

の

行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
筆
者
は

知

ら

な

い

が
、
古
代

に
土
師
器
の
生
産
が
行
な
わ
れ
て
い

な
こ
と
は
最
近
に
お
け
る
発
掘
調
査
で
明
ら
か

に
な

っ
て
い
る
。
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井
上
頼
文
教
授
と
日
本
考
古
学

(二
)

(
マ

・
)

何
年
以
前
の
も

の
な
り
。
某
古
墳

の
後
に
て
何

々
を
採
拾
せ
り
。
依

て
直
刀
時
代

の
中
期
な
り
な
ど
掌
を
拮
す
が
如
く

論
ず
れ
ど
、
同

一
の
石
廓
内

ヨ
リ
も
新
古
雑
揉
の
観
あ
る
も
の
N
交
れ
る
が
あ
れ
ば
、
内
部
ま
で
充
分
調
査
を
遂
げ
た

る
上
な
ら
で
は
、
そ
の
附
近
よ
り
得
た
る

一
片
や
二
片

の
土
器
を
見
、

一
顯
や
二
顯

の
玉
類
を
得

て
何

々
式
な
れ
ば
何

(
マ

・
)

年
以
年
な
り
な
ど
、
得
々
論
ず
る

ハ
當
ら
ぬ
事
に
て
、
大

に
事
実
を
誤
る
こ
と
あ
ら
ん
。
妄

二
辮
断
を
下
す
が
如
き

ハ

甚
歴
史
を
害
す
る
も
の
な
り
。

解
説

『
國
崎

の
つ
と
』

ぱ
、
神
宮
皇
学
館

の
名

の
入

っ
た
罫
紙
八
枚
が
使
用
さ
れ
、
毛
筆
、
お
そ
ら
く
矢
立
用

の
小
筆
で
書
き
綴
ら
れ
た
文
章
で
あ
る
。

一
枚
目
の

冒
頭
に

「
國
崎
の
つ
と
」
と
記
さ
れ
、
二
枚
目
か
ら
本
文
が
始
ま

っ
て
い
る
。
日
付

は
十

二
日
晴
か
ら
は
じ
ま
る
が
文
章
は
な
く
、
次

の
十
三
日
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
て

い
る
。
以
後
十
四
日

・
十
五
日

・
十
六
日

・
十
七
日
と

つ
づ
ぎ
、
あ
と
は
昔
八
日

・
廿
九
日
と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
が
十
八
日

・
十
九
日
の
誤
り
で
あ
る
の
か
、
日
を
隔

て
て
い
た

の
か
は
文
面
だ
け

で
は
判
断

で
き
な

い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の

『
國
崎

の
つ
と
』
が
し
た
た
め
ら
れ
た

の
が
い

つ
の
こ
と
な

の
か
、
本
文
中
に
は
記
載
が
見
ら
れ
な
い
。

こ
れ
を
傍
証
す
る
資
料
と
し
て
は
、

『
井

上
氏
旧
蔵
資
料
』

の
中
に

「
明
治
珊
五
年

ヨ
リ
量
七
年
珊
玉
時
代
参
考
資
料
第
壱
號
」
と
い
う
綴

の
中
に
あ
る

一
通

の
書
簡
で
、
そ
れ
は

「
在
北
都
浮
雲
子
」
と
名
乗
る

人
か
ら
教
授

に
差
し
出
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
宛
先
が

「
三
重
縣
志
摩
郡
國
崎
、
常
福
寺

に
て
、
井
上
頼
文
先
生
」
と
な

っ
て
い
る
。
差
出
日
は
八
月
六
日
で
、
志

摩
的
矢
局

の
消
印
が
押
捺
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
日
付

は
滑
五
年

八
月
九
日
と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
こ
ろ
教
授

は
比
較
的
長
期
に
わ
た

っ
て
国
崎

に
滞
在
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
が
考
え
ら
れ
、
そ
れ
が
明
治
三
十
五
年
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

国
崎
は

"
く
ざ
き
"
と
訓

み
、

当
時

に
お
い
て
は
三
重
県
志
摩
郡
長
岡
村
大
字
国
崎
、

現
在
の
鳥
羽
市
国
崎
町

で
あ
る
。

志
摩
半
島
の
中
央
部
、

太
平
洋

に
面
す
る

古
く
か
ら
の
漁
村

で
、

現
在
は
パ
ー
ル
ロ
ー
ド
が
開
通
し
、

観
光
地
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
る

地
域

で
あ
る
。

『
大
日
本
地
名
蹴
書
』

に
は
次

の
よ
う
に

記
さ
れ
て

い
る
。

今
長
岡
村
と
改
称
す
。
東
は
外
洋

に
面
し
、
海
岸
暗
礁
多
し
、
国
崎
相
差

の
二
大
字
に
分

る
、
相
差

の
南
岬
を
菅
崎
と

日
ふ
～
的
矢
湾
口
の
北
角
に
当
る
。
○
国

崎
相
差

は
潜
女

の
名
所

に
し
て
、
之
を
伊
勢
螢
と
称
し
、
伊
勢
神
宮

へ
年
々
飽
を
進
献
す
る
事
、
三
国
地
誌
に
見
ゆ
。
倭
姫
命
世
記

日

「
島
国
国
崎
島
鵜
倉
髄
柄
等
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島
に
朝
御
餓
と
詔
て
由
貴
潜
女
等
定
給
」
神
宮
雑
例
集
国
碕
神
.戸
に
作
る
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
神
宮
に
ゆ
か
り
の
深

い
土
地
で
あ
り
、
海
女

に
よ
る
飽
取
り
は
現
在
も
さ
か
ん
で
、
神
宮

に
供
進
す
る
ノ
シ
ア
ワ
ビ
の
調
製
は
こ
の
国
崎

で
ト
日
式

に

よ

っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
国
崎
町
に
は
志
摩
潜
女

(
か
つ
ぎ
め
)
神
社
が
あ
る
。

ヘ

ヘ

へ

"
つ
と
"
は
漢
字
で
書
く
と

「
苞
」
、
"
い
え
づ
と
"
と
い
う
こ
と
ば
も
あ
り
、
み
や
げ
と
い

っ
た
意
味

で
使
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
下
、
本
文
に
従

っ
て
行
程
を
た
ど

っ
て
見
る
こ
と
と
す
る
。

十
三
日

○
磯
部
に
行
く
た
め
、
山
越
え
海
岸
沿

い
で
相
差

(お
う
さ
つ
)
を
経
て
畦
蛸

(あ
だ
こ
)
に
至
る
。

○
畦
蛸
の
瀬
崎
文
右
衛
門

・
楠
太
郎
氏
を
訪
れ
る
。

○
西
明
寺
で
時
頼
と
称
す
る
木
像
を
見
る
。

○
山
越
え
で
堅
子

(
か
た
こ
)
に
至
り
、
千
賀

(せ
ん
が
)
の
渡
を
渡

る
。

○
千
賀
、の
阿
弥
陀
堂
を
訪
れ
る
。

○
堅
子
の
宝
珠
庵
を
訪
れ
る
。

○
磯
部
上
之
郷

で
赤
坂
直
次
郎

・
谷
川
清
吉

・
南
太
郎
氏
を
訪
ね
る
。

○
伊
雑
宮

(い
ぞ
う
の
み
や
)
に
参
拝
す

る
。

○
穴
川
佐
義
長
神
社
に
参
り
、
米
奥
覚
三
氏
を
訪
ね
る
。

○
伊
雑
宮
前

の
旅
店
に
泊
る
。

○
赤
阪

・
南
両
氏
を
訪
ね
、
谷
川
清
吉
氏
を
共
に
米
奥
覚
三
氏
を
再
訪
す
る
。
○
安
心
庵
に
行
く
。

○
小
河
江

(お
が
い
)
、
鳥
居
氏

の
旧
墓
地
に
登
る
。

○
舟
で
的
矢

(ま
と
や
)
港

に
着
ぎ
鮨
嘉
で
休
憩
す
る
。

○
舟
で
安
乗

(あ
の
り
)
に
着
き
国
分
寺
に
行
く
。
国
分
寺
に
泊

る
。

ル

ヒ
頼

文

教

授

と

日

本

考
レ
n
学

(
一
.)
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卜

.圧

日

井
L
頼
文
教
授
と
ロ
本
考
占
学

(二
)

○
国
分
寺

で
所
蔵

の
遺
物
を
見
る
。

○
甲
賀

(
こ
う
が
)
を
経
て
志
島

(
し
じ
ま
)
の
海
蔵
寺
に
行
く
。

○
村
役
場

で
柳
沢
豊
助
氏
に
会
う
。

O
柳
沢
氏

の
案
内

で
志
島
で
遺
物
を
所
蔵
す
る
家

々
を
回
る
。

○
国
分
寺
に
帰

っ
て
昼
食
。

O
舟
で
渡
鹿
野

(わ
た
か
の
)
に
渡

る
。

○
舟
で
的
矢
に
着
ぎ
、
鮨
嘉
に
泊
る
。

十
六
日

○
的
矢

の
神
社

・
寺
院

・
古
墳
を
た
ず
ね
る
。

○
舟
で
畦
蜻
に
着
ぎ
、
相
差
の
古
社
で
大
木

の
楠
を
見
る
。

○
相
差

の
浜
で
竹
念
仏
を
見
る
。
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十
七
日

○
相
差
よ
り
舟
で
大
津
浜
に
着
く
。

○
国
崎

の
笹
念
仏
を
見
る
。

幽 ・

八 き.

日

○
石
鏡

(
い
じ
か
)
に
向

う
。

○
小
脇
寿

仙
氏
を
訪

ね
、
湖
月
庵

に
至

る
。
木

村

五
郎
吉

・
山
本
茂
人

・
木
村
寅

吉

の
三
氏

に
古
墳

・
古

跡

の
こ
と
を
聞
く
。

○
本
磯

山

の
古
墳
跡

を
見

る
た

め
山
路
を
登

る
。

○
舟

で
本

浦

(
ほ
ん
う
ら
)
に
行
く
。



　

　

本
年

四
月
.卜
句

、
度
會

郡

二
見

町

、
.見
浦

騨
附
近

模
様

を
聴

き

、
祖
先
崇

井

に
槻
念

薄
く

、
無

意
識

認

め
し
と

、

、
、見
町
有

志

の
希
望

と

に
よ
.り
、

、圧

ル
上
頼
文
教
凹投
と
日
日本
考
レ
nμヂ

(
二
)

マ

へ

に
於

て
、

古
墳

を
狡
堀

し
、
刀
創

の
断
片

土
器
等

を
獲
見

せ
し
と

の

に
破
壊
縛

潰

し

去
る

の
亡
状

を
慨

し
、
将

来

の
箆
悟

を
促

す

必
要

を

月

五
日
、

、
、見

町

に
赴
き

、
小
學
校

に
於

け

る
講
話
前

に
、
實

地
踏

1

現

在゚

で

も

同

じ
く

一、一重

県

度

会

(
わ

た

ら

い
)

郡

二
見

町

で

あ

る
。

2

国

鉄

、
津

と

鳥

羽

を

結

ぶ

参

宮

線

の
駅

、

「
ふ
た

み

の

う

ら

」

ニ
じ

ウレ
む

シ

罫
汐

'

一

見

の

[EI
i1.#
1

た し さ か で 田』'

か 本 た な 叡 ㌧Eる ま な ・ 大
ら 稿 も お て 國 が た け 阿 体
で の の 、 い 崎'、 れ 児'

勲 奄 塞 斐 ゑ ご1言 叢 腎 墨lil
elこ る の 、 と し で'け こ:

ノ の

参 冒 べ'下 民:㍉ た 登 な1町 よ

照 國 と に 俗 の 人 場 い な う

さ 崎 く 注 行 紀 び す と ど な

れ の に を 事 行 と る い の 行

た つ こ 付 の は を 人 つ 地 程

い と の し 記'逐 物 た 域 で
∩ … 作 た 録 ち .・ は 状 を あ

の 跡ζ 「'と 」二r訪 、?兄 来占 る

贋〔 び))1=し う{1Uそ 一(ノ)ノ リ カ三

文 た 一Lて ど し う'1'r的'

を め 教 も 八 て し で に 八

図 に 授 噴 月'た'踏 月

版 は の 要 の 知 遺 こ 査 十

と:111t足 で 旧i識 跡 れ.さ 三

し 谷 跡 あ 盆 な'ら れ 日

て 奈 を ろ を り 主 の て か

掲 津 そ う は 資 と 地 い ら

の
ま
ま
た
ど

っ
た
わ
け

で
は

な

い
が

、
数

回

に
わ
た

っ
て
現
地
を
訪

淑

て
知

り
得

た

こ
と
を
中

心
に
作
成

予

さ
ん
に
負

う
と

こ
ろ
が
大
き

い
.

載

し
た
。
文
中

に
井
王

教
授

に
よ

っ
て
描

か
れ

た

ス
ヶ

ッ
チ
が
あ

り
、
"て
れ
を
そ

の
ま

ま
紹
介

し
た

か

っ

十
九

[

に
至
る
ま

で

の
八
日
川

、
国
崎

を
起

点

と
し

て
、
現
在

の
行
政
区

画

で
い
、え
ば
、

鳥
羽
市

.
磯
部

る
。
文
中

に
見

ら
れ

る

よ
う

に
交
通

の
開

け

た

現
.在

と
ち
が

っ
て
、
道
路
事

情
も
悪

く

、
徒

歩

又
は
舟
船

域

に
所
在
す

る
遺
跡

と
そ

の
出

上
遺
物

を

た
ず

ね

る

の
が

主
た
る
口
的

で
あ

っ
た

こ
と
が

わ

か
る
。

し
て
占
墳

で
あ

る
が

、
そ
れ

を
見
聞

し

て

い
る
人
び

と

で
あ

り
、

出
十
.遺
物

の
所
蔵

者

で
あ

る

こ
と
が

わ

料

な
り
を
得

よ
う
と
壷へ」淑
る
教

授

の
真
塾
アな
姿
勢

を
窺

う

こ
と
が

で
き

る

の
で
あ
る
,、

さ

ん
で
の
口
程

で
あ
り
、
本
-文
中
・に
は
、
相

差

で
の
竹

念
仏
と
、

国
崎

の
笹
念
仏

の

こ
と
が
く

わ
し
く
記

一一一123-一 一
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井
上
頼
文
教
授

と
日
本
考
古
学

(二
)

査

を
な
す

こ
と

x
せ
り
。

(
マ

・
)

先
づ
第

一
に
獲
堀
せ
し
と
云
ふ
、
二
見
浦
騨

の
眞
額
に
屏
列
せ
る
北
浦
山

の
半
腹
に
肇
ち
登
り
し
が
、
果
樹
栽
植
の
為

め
開
墾
せ
し
緒
土
、
新
し
き
炎
陽
を
匂

は
し
、
畳
み
な
し
た
る
扁
薄
石
の
、
算
を
乱
し
て
打
ち
捨
て
ら
れ
し
が
、
胸

の

鼓
動
を
著
し
く
昂
め
た
り
き
。
脚
下
に
、
二
見
浦
騨
を
鰍
視
し
、
寸
馬

豆
人

の
清
渚
を
牲
来
す
る
光
景
面
白
く
観
ら
る

る
絶
勝
の
境
、
唯
見
る
東
西
十
三
尺
余
、
南
北
八
尺
、
深
四
尺
五
寸
を
有
し
、
総
体

に
、
二
見
西
堂
山
産

(
江
村
堅
田

神
社

の
東
)

の
淡
藍
扁
薄
石
な
る
が
、
大
い
な
る
は
半
愚
敷
、
小
さ
き

は

一
尺
五
寸
程
に
て
、
厚
二
寸
五
分
内
外
の
良

材
を
以
て
、
壮
嚴
の
構
造
を
螢
ま
れ
た
り
。
東
側
北
側

は
大
石
を
樹
て
並
べ
、
南
側

は
下
部
に
小
石
を
樹
て
並

へ
て
上

(
マ

・
)

部
は
横
右

に
積
み
上
げ
、
塔
墳
内
東
側
三
尺
余

の
間
石
田畳
を
敷
き
詰
め
、
高
さ
天
井

に
達
す
る
中
仕
切
を
な
し
、
右
方

一
尺
五
寸
程

の
庭
に
は
別
に
引
窓

の
如
き

一
枚
石
と
、
其
前
に
、
敷
層

の
石
壇
形
状

あ
り
、
天
井
は

一
面
大
扁
薄
石
に

(

マ

・
)

て
支
え
蔽

ひ
、
西
部
は
小
石
を
積

み
て
入
口
を
作
ら
れ
た
る
も

の
玉
如
く
見
ゆ
る
に
、
折
柄
来
会
し
た
る
発
堀
者
の
言

(
マ

・
)

に
質
し
て
、
尚
、
発
堀
當
時
の
實
況
を
聴
け
ば
、

當
地
に
か
x
る
古
墳
あ
り
と
も
知
ら
す
、
果
樹
を
植
付
く
る
為

め
、
開
墾
中
、
巨
石
に
堀
り
當
て
し
よ
り
、
力
を
尽

し
て
、
崩
壊
し
た
る
天
井

石
及
土
を
取
除
き
見
れ
ば
、
次
第
に
此
の
如
き
有
様
と
な
り
中
仕
切
の
入
口
と
創
し
き
石

壇

の
前
に
方
り
、

一
口
の
劔
状
横
は
り
、
入

口
の
内
部
に

と

と
、
其
外
部
に
て

と

と

を
発
見
し
た
る
が
、
中
仕
切
及
石
唇
石
壇
入

口
は
現
状

の
如
く
破
壊
し
、
土
塊

は
西
の
谷

へ
掻
落
し
て

如

此

な

れ

り
。
さ
れ
ど
中
仕
切
及
石
脅
石
壇

の
形
状
は
確
に
記
憶
し
居
る
を
以
て
、
復
旧
す
る
は
容
易
也
。

と
。
實
に
や
、
壮
美
な
る
石
材

の
結
構
と
、
異
彩
あ
る
墳
内
の
装
置
と
は
、
尊
重
す
べ
き
貴
族

の
墓
榮
た
る
べ
し
と
想

像
せ
ら
れ
き
。
尚
、
掻
落
し
た
る
土
塊
中
よ
り
刀
劔

の
埣
断
片
を
拾
得
せ
ら
る
N
を
見
れ
ば
、
他
に
何
等
か
を
寛

め
得

(
マ

・
)

ら
る
x
心
地
す
。
金
環
銀
環
劔
具
装
身
具
等
は

一
も
獲
見
す
る
所
な
か
り
し
と
獲
堀
者
断
言
し
居
れ
る
が
、
土
器

の
欠

(
マ

・
)

損
部
分
に
古
色

の
歴
然
た
る
を
以
て
見
れ
ば
、
或
は
以
前
之
を
護
堀
し
去
り
、
破
損

せ
し
も

の
玉
み
遺
棄
し
た
る
に
は
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非

ら
さ
る
か
・
地

は
大
字
三
藍

の
北
漕

に
し
て
短
小
な
難

木
疎
生

し
居
り
、
東
西
北
の
三
方
直
立
の
急
坂
峻
に

南

の

一
方
重
繰
せ
る
積
翠
を
負

ひ
て
波
光
を
受
く
、
高
几
尺
の
山
腹

に
在
り
。

畿

を
東

に
距
る
こ
と
几
町
余
、

鉄
道
線
路

に
沿
ひ
て

燧
道
入
・
を
右

に
外
れ
、

屹
立
せ
る
池

ノ
懊
甥

横
腹

よ
り

背
に
百
万

て
讐

す
れ
ば
、
碧

配
ぬ
る
き
小
頂
の
稜

間
、

案

の
謙

に
方
り
て
、
舞

四
も
発
堀
さ
れ
た
る

一

鷺

あ
る
を
示
さ
れ
ぬ
・

こ
は
北
浦
山
の
後

に
、
三
津
匠
民
の
試
に
発
堀
せ
し
も

の
に
し
て
、
蓉

二
三
と
環
状
様

の

も

の

三

と
を
得
た
り
と
云

へ
る
が
、
猶
他
に
、
何
等
か
遺
存
せ
し
も
の
な
か
夏

、
や
は
、
こ
の
襟

の
結
僅

、
北

浦
山
の
よ
り
稽
大
き
く
・
東
西
+
五
尺
六
寸
、
南
北
ヒ
尺
八
寸
、
深
四
尺
に
て
、
北
位
に
入
・
あ
り
、
石
材

は
常
山
産

出

の
維

石
を
用
ゐ
・
結
構
頗
る
粗
野
に
し
て
、
中
仕
切
な
し
。
池

ノ
奥
山
窪

り
下
り
イ
、
、
江
山
の
裾
を
北
に
縫
ひ
、

堅

田
神
祖
を
過
ぎ
り
て
・
直

に
東
側

の
子
ケ
由
西
蓮

到
り
ぬ
。
弦
陛

、
(
、
亮

町
の
首
脳
地
江
村
領

に

し
て
花
時

壮
観
な
り
)
昨
四
+
四
年
五
月
、
国
母
柴

行
啓

の
制
、
道
路
修
繕

の
土
採
場
と
な
し
た
る
為
め
、
心
な
き
人
夫

の
鶴

嚇

に
堀
荒
さ
れ
し
が
・
劔
及
毒

の
破
片
を
発
見
し
て
、
興
玉
神
価

に
保
存
し
あ
り
、
蕪

は
今
、
北
側

の

死

の
み

僅

に
残
れ
る
も
・
何
等
考
証

に
資
す

へ
き
も

の
動

瞼
め
得
ず
。
想

ふ
に
、
池
ノ
奥
山
と
同
し
石
材
、
同
し
結
構
に
て
、

粗
野
な
り
血

・

中
仕
切
と
讐

ぎ
も
の
あ

る
は
、

北
糟

高

形
式
の
如
く
見
ゆ
。

三
者
箕

結
構
を

異
な
る
占
崩

を
・
完
全
に
保
存
さ
れ
な
ば
・
多
大

の
貢
献
を
人
類
学
上

に
効
す
べ
か
ら
し
を
ら
ん
と
痛
嘆
せ
ら
れ
き
。
尚
、
北
浦
山

　

の
西
・
東

山

璽

角

に
・
枯

松

と
称

す

る
庭

あ

り
て
、
伊

勢

三
郎
尭我
盛

の
甲
由
日
を
埋

め
た
り
と

云

ひ
、

又

、
墓

の
鶏

ヘへ

ぐ

ヘ

ノ

リ

を
埋
め
た
り
な
ど
傳
説
し

で

あ
る
が
、
嘉

発
塀
熱

に
心
う
き
た
る
三
津
提

は
、
枯
松

(
今
は

.
古
桧
存
す
)
附

近

を
掘

り
試

み
し

に
・

二
三

の
土
器

を
得

た
る

の
み
に

て
、

古
墳

の
如
き

は
之

な

か
り

し
と
語

父

.
へ
り

。

又
・
三
総

字
里
中
な
る
・
三
麓

長
奥
野
藍
之
助
氏
宅
地
に
接
績
せ
る
、
八
百
三
+

二
番
、
八
百
三
+
三
番
、
八
百

三
+
四
番
の
藪
地
を
・
昨
四
+
四
矢

月
開
墾
　せ
し
時
、
八
百
三
+
二
置

於
て
発
掘
せ
し
蕪

は
、
長

、
両

業

、

巾

五
ぺ

深
五
尺
を
有
し
・
入
・
と
覚
し
き

は
西
南
位
に
認
め
ら
れ
、
土
壊
は
附
近

茜

微
塵
砂
に
し
て
、
石
材
は
本

井
上
輯
文
教
授
と
日
本
考
古
学

(二
)

1

国
道

一
六
七
号
線
に
沿
う
二
見
町
役
場
の

す
ぐ
南
側

に
あ
る
。

『勢
陽
五
鈴
遺
響
』

度
会

郡

の
項
に
、

「
立
石
茶
屋
村

ヨ
リ
立
崎

ニ
イ
タ

ル
松
林

ノ
中

ニ
ア
リ
路

ノ
右

ノ
労

二
詣
人

ノ
便

二
遥
拝
所

ア
リ
本
社

ハ
路

ヨ
リ

一
町
許
西

ニ
ア

リ
三
津
村

二
属

セ
リ
或

ハ
堅
田
二
作

ル
内
宮
廿

四
社
ノ
摂
社

ナ
リ
…
…
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

2

明
治
天
皇

の
皇
后
、
昭
憲
皇
太
后
の
こ
と
。

3

夫
婦
岩
で
有
名
な
立
.石
崎
に
ま
つ
ら
れ
て

い
る
。

4

『勢
陽
五
鈴
遺
響
』
に
、
こ
の
伝
承
が
く

わ
し
く
の
せ
ら
れ
て
い
る
。
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非
上
頼
文
教
授
と
日
本
考
古
学

(二
)

邑
東
南
の
前
山
に
散
在
せ
る
も
の
た
り
。
天
井
石
は
長
弘
定
ま
ら
ず
、
大
な
る
は

一
個
七
八
十
貫

の
自
然
石
に
て
、
他

は
二
三
貫
乃
至
五
六
貫

の
雑
石
を
積
み
盤

み
し
も

の
N
如
く
、
墳
中
よ
り
は
、
劔
の
断
片
、
鍔
、
土
器
等
多
数
発
見

せ

　

ら
れ
し
も
、
貴
重
品
は
悉
く
従
業
人
夫

の
携
え
去
る
に
任
し
た
れ
ば
今
は
、
慶
春
庵
及

二
見
小
学
校
に
寄
附

せ
る
土
器

(
マ

・
)

の
み
な
り
。
然
し
て
、
八
百
三
十
三
番

の
発
掘
石
材
は
土
抱
に
使
用
さ
れ
、
発
堀
品

の
所
在
定
か
な
ら
ず
、
八
百
三
十

ヘ
マ

・
)

四
番

に
は
確
に

一
壌
培

の
在
る
を
認
め
ら
れ
た
る
も
、
未
だ
発
堀
せ
す
し
て
現
存
せ
り
。
奥
野
匠
長
の
言
に
擦
れ
は
、

(
マ

・
)

研
究
に
資
す
べ
く
ば
、
鄭
重

に
発
堀
し
て
発
見
材
料
を
提
供
す
る
も
差
支
な
し
と
。

(
マ

・
)

又
、
同
匠
字

里
中
、
西
[
郡
太
郎
氏
宅
地
接
績
の
藪
跡
よ
り
、
近
頃

一
個
を
発
堀
さ
れ
た
る
あ
り
。

由
来
、
江
村
匠
三
津
匿
に
は
、
古
墳
砦
趾

の
傳
説
地
多
く
、
三
津
匠

の
内
座
山
よ
り
も
、
往
年
、
古
土
器
等
を
発
見
せ

し
事
あ
り
、
江
村
匠
と
三
津
匿
と
の
領
堺
な
る
、
南
浦
山
に
も
石
窟
を
存
し
て
、
神
秘

の
鍵
未
た
人

の
子
に
附
与
せ
ら

れ
ず
。
當
町
は
、
郷
土
神
佐
美
都

日
女
、
佐
美
都

日
女
を
始
め
、

一
族
末
葉
の
墳
榮
多
か
る
可
き
は
疑
ひ
な
く
、
今
後

或
は
、
有
力
な
る
微
謹
を
得
る
事
あ
ら
む
と
想
像

せ
ら
る
。

ヘ
マ

・
)

左
に
、
発
堀
さ
れ
た
る
諸
品
の
納
完
全
な
る
も

の
を
紹
介
せ
む
。

1

三
津
慶
春
庵
所
蔵
遺
物
の
図
が

「井
上
氏

旧
蔵
資
料
」
の
中
に
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
時

教
授
に
よ

っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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解
説

『
二
見

の
古
墳
塔
』
は
、
こ
れ
も
罫
紙
九
枚
が
使
用
さ
れ
、
墨
書

の
原
稿

で
あ
る
。

冒
頭

に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

三
重
県
度

会

(
わ
た
ら
い
)
郡

二
見

町
、
国
鉄
参
宮
線

二
見
浦

(
ふ
た
み
の
う
ら
)
駅

の
付
近
に
お
い
て
古
墳
が
発
掘
さ
れ
、
刀
剣

の
破
片
、
土
器
等
を
発
見
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ

っ
た
。
発
掘
と
い

っ

て
も
、
学
術
的
な
調
査
で
は
な
く
、
地
元
の
人
び
と
に
よ

っ
て
行
な
わ
れ
た
興
味
本
位

の
、

い
わ
ば
乱
掘

で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
が
き

っ
か
け
と
な

っ
て
、
地
元

二
見
町
在
住

の
有
志
が
井
上
頼
文
教
授
を
招
聰
し
、

講
演
会
を
開
催
し
た
が
、

同
町

の
小
学
校
で
行
な
わ
れ
る

講
演
に
先
立

っ
て
実
地
踏
査
を
さ
れ
た

の
で
あ
り
、

本

文
は
そ

の
リ
ポ
ー
ト
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

文
中
に
、
「
昨
四
十
四
年
八
月
」
と
あ
る
か
ら
、

明
治
四
卜
五
年

(
一
九

一
二
)
の
こ
と
で
あ

る
。国

鉄
二
見
浦
駅
は
、
夫
婦
岩
で
有
名
な

二
見
海
岸

の
南
方

に
あ
り
、
東
方
か
ら
南
方

に
か
け
て
、
名
峰
朝
熊

(
あ
さ
ま
)
山

か
ら
派
生
し
た
、
標
高

二
〇
〇
層
～
六
〇



層

の
山

丘
が
起
伏

す

る
.平
釦
.地

の
中
央

に
あ

る
、
文

中

に
た

び

た
び
出

て
来

る
三
津

(
み

つ
)

の
集
落

は
、
駅

の
西
南
方

に
位
置

し

て
い

る
。

『
全

国
遺
跡

地
図

三
重
県
』

ま
た

は

『
三
重
県
遺

跡
分

布
図
』

に
ょ
る
と
、
三
津

古
墳

群

・
山

田
原
古

墳

群
な

ど
、

二
見

町
に

は
現

在
計

二
五
塞

の
古
墳

の
存
在
が

確
認
さ
れ

て
い
る
が
、
過

去

に
は
か
な
り

の
数

の
古
墳
、が
存

在

し
た
と
考

え
ら
れ

る
。
開

墾

や
木
材

の
伐
採

等

に
伴

っ
て
破
壊

・
消
滅

し
た
例

も
多

い

の
で
あ

ろ
う
。

非
上
教

授
が
実

見
さ
淑

、
文
中

に
記
さ
れ

て
い
く
古
墳

は

五

ヵ
所

で
、

い
ず

れ
も
横

穴
式

石
室

を
主
体
構

造

と
す

る
後

期

の
古
墳

で
あ

る
。

各
古
墳

に

つ
い
て
、
現
地

を
た
ず

ね

て
見

る

こ
と

を
試

み
た
が

、
樹

木

や
荊
刺
が

生

い

し
げ

り
、
登

る
道

が
見

つ
か
ら
な

い
と

い

っ
た
現

状

で
、
断

念

せ
ざ

る
を
得

な

か

っ
た
。
当

時

は
古

墳

は
も

と
よ

り
、
文
化
財

全
般

に
わ

た

っ
て
今
日

の
よ
う

に
行

き
届

い
て
お
ら
ず

、
考
古

学

に

つ
い
て
ま

っ
た
く
知

識

の
な

い
人

び
と

に
よ

っ
て
乱

掘

さ
21
、
出

土
遺
物

も
現
在

と
な

っ
て

は
散
逸

し

て
～

っ
て
い
る
が
、
発

見
当
時

い
ら
早

く
現
地

に
赴

か
れ

た
井
L

教
授

の
こ
の

▲
文

に

よ

っ
て
、
片

鱗

で
は
あ

る
が

記
録

と
し

て

の
こ
さ
れ

た

こ
と

は
、
不
幸

中

の
薫

で
あ

っ
た
と

い
う

こ
と
が

で
き

る
。

な

お
、
「
古
壌
塔

」
と

い
う
字
句
が

使
用

さ
れ
て

い
る
が
、

墳
も
堵

の
ど

ち
ら
も
墓
穴

と

か
墓

地
と

い
う

意
味

を
持

っ
て

い
る
漢

字

で
あ

り
、
「
古

墳
」

と
同
意

語
と

し

て
使

川

さ
れ
た

の
で
あ

ろ
う

。

こ
れ
も

、
末
尾

に
本
文

の

.
部
と

、

こ
の
実

地
踏
査

に
際

し

て
描

か
れ

た
と
思

わ

れ

る

ス
ケ

ッ
チ
が

の

こ
v、」
れ

て
い
る

の
で
図
版
と

し

て
掲
載

し

た
。

一一127一

あ

と
が
き

前
稿
と
同
様
、
本
稿

の
作
成
に
当
た

っ
て
も
、
資
料

の
自
由
な
調
査
と
発
表
を
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